
  健
康
運
動
教
室
の
開
催
（
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
の
共
催
） 

 

５
月
20
日
に
福
寿
会
、
６
月
19
日
に
寿
会
に
て
「
健

康
運
動
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
健
康
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
「
フ
レ
イ
ル
予
防
」
に
つ
い
て
、
原
鶴
温
泉
病

院
の
理
学
療
法
士
の
方
に
お 

越
し
い
た
だ
き
、
フ
レ
イ
ル 

の
基
礎
知
識
、
日
常
生
活
の 

中
で
の
予
防
法
（
バ
ラ
ン
ス 

の
良
い
食
事
・
運
動
・
社
会 

参
加
の
重
要
性
）
に
つ
い
て 

学
び
ま
し
た
。
特
に
、
「
栄 

養
・
運
動
・
社
会
参
加
」
の 

３
本
柱
が
、
フ
レ
イ
ル
予
防 

に
は
欠
か
せ
な
い
と
い
う
お 

話
が
あ
り
ま
し
た
。 

が
。 

高
齢
者
大
学
・
い
き
い
き
教
室
の
開
催 

 
５
月
13
日
（
火
）
に
令
和
７
年
度
の
「
高
齢
者
大
学
」

及
び
「
い
き
い
き
教
室
」
の
開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
年
度
も
毎
月
１
回
（
第
２
火
曜
日
）、
午
前
中
は
「
高

齢
者
大
学
」、
午
後
か
ら
「
い
き
い
き
教
室
」
を
開
催
し
、

36
名
の
方
々
が
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
月
は
小
石
原

駐
在
所
の
田
中
直
斗
さ
ん
よ
り
「
高
齢
者
の
気
を
付
け

た
い
詐
欺
被
害
と
交
通
安
全
」
を 

テ
ー
マ
に
最
近
増
加
し
て
い
る
投 

資
詐
欺
や
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
な
ど
、 

さ
ま
ざ
ま
な
手
口
に
つ
い
て
具
体 

例
を
交
え
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
歩
行
時
・
自
転
車
利
用
時 

な
ど
日
常
生
活
に
密
着
し
た
交
通
安
全 

の
ポ
イ
ン
ト
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催 

 

 

６
月
４
日
（
水
）
に
理
事
会
、
６
月
24

日
（
火
）
に
評
議
員
会
を
開
催
し
、
令
和
６

年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
を
審
議

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
一
部

改
選
が
行
わ
れ
、
新
た
に
１
名
の
理
事
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

令
和
７
年
度
に
お
い
て
も
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
「
福
祉
の

村
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指
し
、
行
政
・
医

療
・
保
健
・
福
祉
・
教
育
機
関
・
福
祉
施

設
・
各
種
団
体
等
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

引
き
続
き
福
祉
事
業
の
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。 

                             

 

 

こ
の
広
報
誌
は
共
同
募
金
の
配
分
金
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

受
け
て
発
行
し
て
い
ま
す 

公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
開
設 

 
令
和
７
年
６
月
、
東
峰
村
社
協
公
式
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
内
で
、
事
業
の
様
子
等
を
紹
介

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

も
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
幅

広
い
年
代
の
方
々
に
情
報
を 

お
届
け
で
き
る
よ
う
に
努
め 

て
い
き
ま
す
の
で
、
応
援
の 

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し 

ま
す
。
下
記
の
二
次
元
コ
ー 

ド
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

           

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催 

 

６
月
25
日
（
水
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開

催
し
、
１１
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
講
座
内

で
は
昨
年
、
開
催
し
た
地
域
食
堂
『
み
ん
な
の
食
堂
』

の
実
施
報
告
を
行
な
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
で
は
、
再
開
催
を
待
ち
望
む
声
が
多
数
で
、

東
峰
村
で
も
食
を
通
じ
た
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
交

流
で
き
る
場
所
の
意
義
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
は
住
民
の 

方
々
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
、 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ 

『
み
ん
な
の
食
堂
』
が
活 

躍
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、 

食
堂
開
催
時
に
は
、
ご
参 

加
く
だ
さ
い
。 

 

東
峰
村 

戦
没
者
追
悼
式
の
開
催 

 

５
月
15
日
（
木
）
い
ず
み
館
に
お
い
て 

東
峰
村
戦
没
者
追
悼
式
並
び
に
東
峰
村
遺

族
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

式
典
で
は
、
戦
争
で
尊
い
命
を
捧
げ
ら

れ
た
英
霊
に
対
し
、
深
い
哀
悼
の
意
を
表

し
、
参
列
者
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し

た
。
眞
田
村
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓
の

方
々
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
平
和
へ
の

願
い
を
込
め
た
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

遺
族
会
の
山
手
会
長
は
「
再
び
悲
し
み

を
繰
り
返
す
こ
と
が
な
い
平
和
な
日
本
で

あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
平
和
の
尊
さ
を
深

く
心
に
刻
み
、
次
の
世
代
に
記
憶
を
継
承

し
て
い
く
責
務
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
」

と
英
霊
二
百
四
十
五
柱
の
御
霊
に
追
悼
の

意
を
捧
げ
ま
し
た
。 

東
峰
学
園
で
の
福
祉
教
育
の
開
催 

 

６
月
６
日
（
金
）
に
７
年
生
、
１６
日
に
４
年
生
へ
む 

け
て
、
福
祉
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
高 

齢
者
、
妊
婦
、
外
国
籍
の
方
な
ど
自
分
と
は
違
う
立
場 

の
東
峰
村
に
住
ん
で
る
か
も
し
れ
な
い
誰
か
に
な
り
き 

り
、
他
者
の
気
持
ち
を
考
え
る
機
会
と
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
実
際
に
普
段
、
高
齢
者
の
方
々
を
支
え
て
い 

る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
和
園
や
宝
珠
の
郷
の
職
員 

の
方
々
に
も
福
祉
教
育
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
子
ど
も 

た
ち
に
と
っ
て
も
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
授
業
に
な
っ 

た
か
と
思
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
た
ち
の
感
想
を
一
部
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

・
一
番
心
に
の
こ
る
の
は
、
高
れ
い
者
の
気
持
ち
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
高
齢
者
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。 

・
高
れ
い
者
は
、
わ
た
し
た
ち
と
違
う
と
こ
ろ
も
あ
る 

け
ど
、
で
も
、
遊
び
心
は
、
わ
た
し
た
ち
と
同
じ
と
い 

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
み
て
、
同
じ
と 

こ
ろ
と
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で 

き
ま
し
た
。
こ
の
気
付
き
は
、
き
っ
と
東
峰
村
の
暮
ら 

し
や
す
さ
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
福
祉 

教
育
は
ど
の
年
代
で
も
実
施
で
き
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、 

皆
さ
ん
も
東
峰
村
で
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
話
し
て
み
ま 

せ
ん
か
。 

福
祉
教
育 

の
ご
依
頼 

は
社
協
ま 

で
、
お
気 

軽
に
ご
連 

絡
下
さ
い
。 

寄 

付 

金 
 

令
和
７
年
４
月
13
日
よ
り
令
和
７
年
７
月
13
日
ま
で

の
間
に
、
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

◎
香
典
返
し
寄
付 

・
東
福
井
地
区 

延
田
の
下 

 
 

梶
原 

輝
男 

様 

（
故 

一
夫 

様
） 

・
鼓
北
区 

鶴 

 
 

梶
原 

秀
則 

様
（
故 

サ
カ
エ 

様
） 

・
上
福
井
地
区 

 

 
 

樋
口 

正
成 

様
（
故 

伊
藤
一
夫 

様
） 

・
鼓
北
区 

蔵
貫 

 
 

梶
原 

昭
人 

様
（
故 

美
子 

様
） 

・
鼓
南
区 

辻 

 
 

井
上 

博
幸 

様
（
故 

カ
ズ
エ 

様
） 

・
板
屋
地
区 

迫 

 
 

室
井 

律
子 

様
（
故 

啓
輔 

様
） 

・
上
福
井
地
区 

屋
敷 

 
 

渋
谷 

秀
子 

様
（
故 

正
典 

様
） 

・
鼓
北
区 

鶴 

 
 

梶
原 

文
明 

様
（
故 

マ
サ
エ 

様
） 

・
竹
地
区 

竹
の
下 

 
 

熊
谷 

忠
夫 

様
（
故 

ミ
ヤ
子 

様
） 

・
大
行
司
地
区 

中
崎 

 
 

大
藏 

善
秀 

様
（
故 

玲
子 

様
） 

・
岩
屋
地
区 

下
鶴 

 
 

大
倉 

秀
明 

様
（
故 

吉
岡
百
合
子 

様
） 

・
小
石
原
中
央
区 

下
町 

 
 

林 

隆
二 

様 

（
故 

キ
シ
コ 

様
） 

・
小
石
原
北
区 

原 

 
 

熊
谷 

明
美 

様
（
故 

輝
興 

様
） 

 

故
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。
こ
の
寄
付
金
は
、
村
内
の
社
会
福
祉
事
業
の
た

め
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 

 

東峰村社協だより 
第１１２号 

令和７年７月１５日号 

東峰村社会福祉協議会 

事務局（喜楽来館内） 

☏ 0946-74-2012 

東峰村社会福祉協議会役員（理事・監事） 

役 職 氏  名 選 出 母 体 

会  長 岩 田  渉 民生委員児童委員協議会 

副会長 髙 取 七 絵 学識経験者 

理  事 佐々木紀嘉 シニアクラブ連合会 

理  事 黒 川 隆 康 東峰村議会 

理  事 尾 花 拓 也 社会福祉法人の役職員 

理  事 梶 原 孝 司 行政関係 

監  事 梶 原 浩 二 財務管理について識見を有する者 

監  事 阿波祐理子 社会福祉事業について識見を有する者 

（代わられた方は太文字標記の方です。） 



7．訪問型介護予防事業 

◆ 配食サービス事業 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 

配食数 126 130 126 134 105 115 121 113 109 119 112 123 1,433 

8．通所型介護予防事業                              

◆運動器の機能向上事業（機能訓練事業） 

毎週金曜日喜楽来館で、事業対象者の方々を対象

に機能訓練を行いました。年間実施回数 47 回、年

間参加者延数 312 名 

◆運動器の機能向上事業（通所リハビリ教室） 

  理学療法士の指導のもと、トレーニング器具を活

用し、運動機能低下の予防並びに運動器の機能向上

を目的とした通所リハビリを行いました。 

 年間実施回数 45 回 年間利用者延数 154 名 

◆認知症予防教室 

  単位老人クラブごとに「認知症とその予防」講座

を実施しました。 

８クラブで実施。参加者延べ数 112 名。 

◆ シルバークッキング事業 

単位老人クラブごとに公民館を使用して開催を

しました。講師の床嶋先生より「認知症予防のため

の食事」について講話を行いました。       

８クラブで実施。参加者延べ人数 111 名。 

◆ 口腔機能向上事業 

（あなたのお口見守り隊事業） 

高齢者の摂取・嚥下機能の低下を早期に発見し、

悪化防止の観点から、歯科衛生士による口腔機能の

向上のための教育や口腔清掃、摂取、嚥下機能に関

する指導を行ないました。 

相談・結果説明者 11 名、訪問対象者１名 

９．任意事業（家族介護者支援事業） 

◆ 地域福祉セミナー 

住民の方々が暮らしやすい東峰村を創っていくため、地域住民で地域課題を考える機会や情報提供の場

を設け、地域福祉の推進に取り組みました。 年６回開催 参加者延べ数 78 名 

10.その他の事業（高齢者生きがいづくり事業） 

◆ 高齢者大学 

高齢者の生きがいづくりや仲間づくりを目的に「高齢者の気をつけたい詐欺被害と交通安全」「口から始

める健口生活～顔面体操」等をテーマに講義の開催。日帰り研修も実施しました。参加者延べ数 263 名。 

◆ いきいき教室 

高齢者大学の午後の事業「いきいき教室」として、軽体操やレクリエーション、認知症予防などに関する

講話や実技を甘木中央病院の作業療法士の方に実施していただきました。 

◆ 寝具類等洗濯乾燥消毒サービス･･･７月に実施、利用者数 22 名。 

◆ 生活支援体制整備事業 

 協議体を１回開催。主なテーマについては、「いきいきサロン活動」「移動スーパー事業」「買い物ツアー」

「社会資源マップ作成」などについて協議を行いました。・買い物ツアーについては５回実施。参加者延数 71 名 

              令和６年度 収支決算報告          （円） 

収  入  項  目 金      額 

 

支出項目（事業名） 金      額 

会 費 収 入 10,000 法人運営事業  24,383,990 

寄付金収入 1,185,000 共同募金事業 859,500 

補助金収入 18,213,000 居宅介護事業 7,964,883 

受託金収入 30,439,700 受 託 事 業 26,668,870 

事 業 収 入 2,530,159 喜楽来館管理運営事業 3,725,835 

介護保険収入 8,003,642   

障がい者福祉サービス収入 222,780   

共同募金配分金収入 859,500   

雑 収 入 1,516,461   

前年度繰越金収入 6,035,140   

合 計 69,015,382 合 計 63,603,078 
 

 令和６年度 東峰村社協事業報告及び決算報告（概要） 

１．法人運営・共同募金事業 

１.会議の開催 

  理事会(２回)・評議員会(２回)・監事会（２回) 

  評議員選任・解任委員会（１回） 

２.研修会及び会議への参加 

民生委員児童委員との定例会・ケア会議・集落支

援員との定例会・両筑地区社会福祉協議会・朝倉介

護保険事業者協議会など 

３.インターネットを活用した情報発信 

  社協事業の周知や情報発信の充実、法人運営の透

明性を図るためホームページを公開しました。 

４.児童福祉の推進 

福祉教育教材「ともに生きる」及び福祉教育読本

｢ともに生きる｣の配布、夏休み親子会活動への助成 

５.母子・寡婦福祉会研修事業援助 

母子寡婦福祉会への助成・総会及び母子寡婦の集

いの開催・役員会年１回開催 

６.身体障がい者福祉事業の推進 

  身障者福祉協会への助成・総会の開催・グラウン

ドゴルフ大会への協力・役員会年３回開催 

７.戦没者遺族会援助  

 戦没者追悼式及び総会の開催・役員会年４回開催 

８.ボランティアセンター運営事業 

  社協で保有するレクリエーション用具の貸出を

行ないました。 

９.ボランティア養成講座 

  地域食堂「みんなの食堂」をテーマにボランティ

ア養成講座を行ないました。 

10.福祉用具貸出 

  社協で保有する車イスの貸出を行い、介護者の負

担軽減を行いました。 ・利用者 1１名 

11.日常生活自立支援事業 

12.ふくおかライフレスキュー事業 

  生活困窮者等に対する相談や支援事業である「ふ 

くおかライフレスキュー事業」に参加しています。 

13.村内社会福祉法人情報交換会 

社会福祉法人に「地域における公益的な取組」が責務

化されましたので、村内の社会福祉法人（宝珠の郷、

清和園、社協)で協議を行っています。 

14.高齢者福祉の推進 

老人クラブ連合会総会・女性部タオル回収・グラ

ウンドゴルフ大会の支援・役員会年７回開催 

15.敬老の日を祝し記念品の贈呈 

  行政との共催で 70 歳、77 歳、88 歳、100 歳

以上の方々へお祝いの品を贈呈しました。 

16.広報誌（社協だより） 年６回発行 

17.共同募金広報誌の発行 年１回 

18.ひとり暮らし高齢者交流事業 

  東北復興支援として東北協同事業開発が企画し

た「おうちで東北」の商品セットを 103 名の方々

へお配りしました。 

19.福祉協力校助成事業 

  村内の小学校・中学校へ社会福祉への理解と関心

を高め心豊かな人権感覚を養うことを目的に助成

を行いました。 

20.東峰学園での福祉教育 

  ４年生では「年をとるってどういうこと？」７年

生は「みんなが過ごしやすい！東峰学園プロジェク

ト」をテーマに福祉教育を実施しました。 

21.葬祭扶助事業の実施 

22.歳末たすけあい事業の実施 

  ７０才以上のひとり暮らし高齢者の方々へお蕎

麦をお配りしました。また施設入所者の方々へお見

舞い金の贈呈 

23.地域食堂「みんなの食堂」の開催 

  高齢者だけでなく、世代を超えて交流できるつど

いの場づくりの一環で、ボランティア養成講座の参

加者とともに、地域食堂『みんなの食堂』を開催し

ました。 

２．介護保険事業 

◆ 東峰村社協ケアプランサービス事業所 

月 別 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 

利用者 36 35 34 33 33 34 32 33 33 35 29 28 395 

◆ 東峰村社協ホームヘルプサービス事業所 

月 別 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 

利用者 14 14 13 13 13 13 13 12 12 12 12 12 153 

３．心配ごと相談事業 

・年４回（5 月 8 日・7 月 10 日・10 月 9 日・12 月 11 日・3 月 12 日）喜楽来館といずみ館で交互に

開催。相談件数としては１件・相談員（民生委員児童委員・人権擁護委員・行政相談員・司法書士の方々） 

４．生活福祉資金貸付事業 

・低所得世帯、身障者、高齢者世帯等へ生活と経済的自立を図ることを目的に貸付を行ないます。 

５．福祉バス運営事業 

・遺族輸送については 11 回利用。一般団体利用については 7 回利用。買い物ツアーについては 5 回利用。 

６．ミニシルバー人材センター事業 

・草刈り作業や庭木伐採など、草刈作業等 59 件依頼、年間作業人員 59 名、年間作業時間 753 時間  

・いずみ館お風呂清掃年間作業時間 222 時間。 
 

 


